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令和５年６月１６日

（館林市立第六小学校 TEL 72-4060 ・ FAX 72-4072） 校長 北村 聡

ＰＴＡクリーンプロジェクト（学校・家庭・地域連携）
５月２７日（土）午前７時３０分から、第１回目のＰＴＡクリーンプロジェクトを行いました。

今年は地域の方々にも参加していただき、約１４７名の参加で実施しました。校庭には木が多い

ため、側溝は砂や枯れ葉がだいぶたまっていました。側溝の蓋を１枚ずつはがし、スコップで中

をすくい取りました。長い距離があったので大変でした。また、花壇の除草や枯れ葉の清掃も、

丁寧に作業していただき、きれいになりました。地域の方々には、校庭の南側と西側の草を地区

ごとに分担して抜いていただき、見違えるほどとてもきれいになりました。

参加してくださった保護者のみなさま、子どもたち、地域の皆様、ありがとうございました。

第六小学校は、今年１５０周年を迎えます。イベントを企画しておりますので、たくさんの保

護者の皆様や地域の皆様に、参加していただけると嬉しく思います。日時等決まりましたら、お

知らせいたします。

避難訓練～自分の命は自分で守る～
６月７日（水）全校で避難訓練を行いました。この訓練は、「日常生活における安全への意識

を高め、災害発生時においても冷静沈着かつ敏速に対応できる能力を養う」ことを目的としてい

ます。避難する際は、「おはしも」という合い言葉があります。お（押さない）、は（走らない）、

し（しゃべらない）、も（戻らない）という意味です。どんな時でも、「自分の命は自分で守る」

ことが大原則です。真剣に訓練に参加した児童のみなさん、とても素晴らしかったですね。

６月８日（木）１、３年生が、「防犯避難訓練」を行いました。警察の方から「いかのおすし」

について教わりました。「知らない人についていかない」「知らない車にのらない」「助けてとお

おきな声を出す」「大人のいる方へすぐ逃げる」「家の人にしらせる」です。忘れずに覚えて行

動できるようにして欲しいです。

第六小学校の教職員研修
本校では、児童の学力を向上させるため、次のようなテーマで研修を実施しています。

「自ら進んで学び、友だちとの対話を通して、

考えを深めることができる児童の育成」

このテーマを達成し「児童が分かりやすい授業」を実現するため、

一人一台端末（パソコン）を有効活用し、授業を改善しています。



館林市立第六小学校

コニュニティ・スクールだより
令和５年６月９日

第１回学校運営協議会を開催しました
５月１９日（金）に令和５年度の第１回学校運営協議会を

開催しました。

出席者は、本年度の学校運営協議会委員と六小の教頭、教

務主任、館林市教育委員会学校教育課指導係長・指導主事の

１２名で、第２校時の授業を参観した後、会議室で会議を行

いました。

学校運営協議会委員

小桑原区長 六郷公民館長 民生委員児童委員 読み聞かせボランティア代表

杉並幼稚園長 元小学校長 第六小学校ＰＴＡ会長 第三中学校長

第六小学校長 ＣＳディレクター

学校運営協議会の内容

（１）令和５年度学校運営協議会委員の委嘱状交付（館林市教育委員会）

（２）学校運営協議会規則についての説明（館林市教育委員会）

（３）会長・副会長の選出

（４）令和５年度第六小学校の学校経営方針の説明（校長）と質疑、承認

（５）令和５年度第六小学校学校運営協議会の取り組みについての協議

（６）学校関係者評価、年間行事計画についての説明

協議の主な内容

○六小クリーンプロジェクトに地域の方にも協力してもらえるように、公民館から各区長

に投げ掛けをし、打合せを行った。地区の役員会で、資料を配って協力を呼び掛けたと

ころ、参加者が増えた。

○クリーンプロジェクトの実施計画や分担については学校側で作成する。地域の人と子ど

もたちが一緒に活動できるように計画する。

○学校創立１５０周年記念事業については、記念植樹や航空写真の撮影などが考えられる。

○航空写真の撮影は、児童の数が減ってきていて、児童と職員だけでは文字を描くことが

できないかもしれないので、地域の方にも参加してもらってもいい。

○地域では、なくなってしまった子供会を復活させるために準備を進めている。

○地域人材の活用として、夏休みの宿題のお手伝いをする学習教室を考えている。

○地区のお祭りや芋煮会などの行事を行って、子どもたちを集められるようにしたい。

○地域の人が子どもの名前を覚えるということはとても良いことで、子どもも地域の人の

顔がわかると、なにかあった時に助けを求めることができる。

○地区の防犯パトロールで学校の近くに行った際には、職員室に声を掛け、情報交換をし

ようと考えている。




